
熊本都市圏に及ぼす影響国・九州の動き

熊本都市圏協議会

序章 策定に当たって

第１章 熊本都市圏の現状と課題

１ 策定の意義と役割

住民生活に最も身近な基礎自治体としての市町村は、本格的な人

口減少社会の到来、地方分権改革の急速な進展による多様な行政ニ

ーズに対応していかなければなりません。特に、九州においては、九
州新幹線鹿児島ルートの全線開業により、都市間・都市圏間競争が

激化することが予想されます。

また、近年道州制論議が高まりを見せている中で、熊本都市圏が九

州全体の発展に大きな貢献をするためには、さらなる拠点性の強化
が求められています。

そのような中で熊本都市圏が熊本県域を牽引し九州中央の拠点地

域として更なる成長を果たすため、都市圏を構成する自治体が相互

に補完協力し、力を合わせて熊本都市圏の創造に取り組んでいくこと

が不可欠です。

熊本都市圏を構成する各自治体の首長、学識

者や経済界及び県の協力の下で、｢熊本都市圏

ビジョン｣を策定し、各自治体が連携し一体となっ

て、魅力と活力に満ちた熊本都市圏の実現を目

指します。

構成市町村（H22.4.1現在）

本研究会を構成する市町村は、熊本市への通勤通学率が概
ね15％を超える市町村及び旧熊本中央広域市町村圏協議会を
構成する14市町村です。

（構成14市町村名）

熊本市 宇土市 宇城市 合志市

美里町 玉東町 大津町 菊陽町

西原村 御船町 嘉島町 益城町

甲佐町 山都町

１ 熊本都市圏の現状

（１）熊本都市圏の歴史と現状
熊本都市圏は九州の中央に位置し、九州における政治・行政的な

中心を担ってきました。

現在では、縦軸としてのＪＲ鹿児島本線、九州縦貫自動車道、国道3

号、横軸としてのＪＲ九州豊肥本線、国道57号が交差する九州におけ

る交通の要衝となっています。人口規模は北九州市、仙台市などの

政令指定都市に匹敵する104万人を擁し、九州内の県庁所在地都市

圏の中で福岡都市圏に次ぐ第2位の地位を占め、全国的にも12都市

圏の一つとして位置づけられています。

近年では、モータリゼーションの発達等により、都市圏住民の生活・

経済圏域は、広域行政システムの枠を越えて広がっており、都市圏と

しての一体化が進んでいます。

■熊本都市圏に点在する施設など

・商業、保健医療機関、高等教育機関等の都市的サービス

・広域交通（熊本空港、九州縦貫自動車道の各インターチェンジ）

・海上交通（熊本港、三角港）

・生活に潤い安らぎを与える宇土マリーナ、農業公園、雁回公園、

木葉山、田原坂公園、弥護山自然公園、菊陽杉並木公園、俵山、

浮島、潮井公園、やな場など

・歴史・文化施設（不知火美術館、恐竜博物館、清和文楽館など）

（２）熊本都市圏の特性

熊本都市圏の強み

広い住宅の延べ床面積、清冽な地下水、商業施設や保健医療機関の集積、
比較的安い物価など、総じて暮らしやすく住みやすい環境

農業産出額は他の政令指定都市と比較しても1位、九州農政局、農業、林
業関係の研究機関も立地

半導体関連企業、自動車二輪メーカー、バイオ関連企業など、国際的競
争力の高い企業が集積

国の出先機関や大学（９校）が集積し、高い研究水準

■暮らしやすく住みやすい

■高い農業産出額と研究機関の立地

■国際競争力のある企業の集積

■行政機関や高等教育機関の集積

熊本都市圏の弱み

■慢性的な交通渋滞

九州主要都市で鹿児島市に次いで２番目の渋滞損失額

■脆弱な圏外へのアプローチ

物流機能が弱い、農業ではブランド化や加工等の高付加価値化の遅れ、
製造業出荷額人口規模に比して少ない、国際化の遅れ
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人口減少社会の到来

地方分権の進展

地方行財政改革の進展

道州制の導入

九州新幹線鹿児島
ルートの全線開業

超高齢社会の到来
地域社会の持続可能性に影響

熊本市の人口順位は、全国でH12年度14位から
H18年度20位へ

地方交付税は、ピーク時（H14年度）からH18 年
度は約22.5％の減

給与構造改革や歳出・歳入一体改革が及ぼす経済
的な影響額の試算では約468億円の減

九州の中心に位置する地理的優位性を活かす機
会

他の都市圏と差別化できる役割・特徴を持ち得な
ければ、埋没する恐れ

経済分野、住民生活に至るまで幅広い分野で様々
な効果

熊本空港を利用する機会が減る恐れ

支店等の企業拠点や消費等の域外流出

所得譲与税額と国庫補助負担金廃止による影響
額の差は約21 億円の減

２ 熊本都市圏が直面する課題

熊本都市圏ビジョン 基本構想
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第２章 基本構想

熊本都市圏ビジョン 基本構想

基本理念基本理念

私たち熊本都市圏を

構成する市町村は、都

市圏としての連携の必

要性を改めて認識する

とともに、それぞれの

地域の持つ豊かな自然

や伝統・歴史・文化な

どの特性を尊重し、良

好な生活環境の保全や

地域産業の振興など相

互に補完連携し、一体

的な発展を目指す

「多核連携」「多核連携」

を基本理念に掲げ、魅

力と活力に満ちた熊本

都市圏の創造に向け、

住民と行政が協働して

取組みます。

目指す熊本都市圏の姿目指す熊本都市圏の姿

豊かな自然や歴史・伝統が息づく中で、豊かな自然や歴史・伝統が息づく中で、
１１４４の「まち」の個性が輝き、の「まち」の個性が輝き、

１００万の人が躍動する九州中央の交流拠点１００万の人が躍動する九州中央の交流拠点

■誰もが住んでみたい「まち」

・ 清冽な地下水、自然の中で生活の質の豊かさを享受

・ 環境の保全、広域防災体制の確立による安全安心の

環境整備

・ 子供たちの健全育成や高齢者のケア等が充実

・ 伝統文化の継承と健康で魅力・活力にあふれた地域

づくり

・ 特色ある学校教育づくりが展開

・ 大学・研究機関における地域連携・協力による地域

産業の振興、新規創業

・ 学園都市としての知的な集積やネットワーク環境が

形成 など

■九州を牽引する「交流拠点」

・ 内外の人々の興味・関心を惹く魅力的な政令指定都
市が実現

・ 各産業の活発な生産活動とネットワークによる新規
ビジネスの誕生、人的・経済的な交流

・ 新幹線と鉄道系が連携した空港アクセス整備、広域
的な鉄軌道が環状的に拡充

・ 駅を拠点としたバス網整備、ユニバーサルデザイン
やパークアンドライドが普及

・ 縦軸・横軸の高速道路網整備とスマートインター設置、
都市高速道路整備

・ 熊本空港が拠点空港化しアジアへの定期便等が就航

・ 熊本港・三角港が機能充実

・ 圏内観光の連動、阿蘇・天草との連携、地場農林水産
物を満喫できる自然ツーリズム展開

・ コンベンション施設の充実等による各種イベント・ コン
ベンションが頻繁に開催 など

熊本都市圏の将来イメージ熊本都市圏の将来イメージ

基本方針基本方針

（１）（１）
世代を越えて
人々が集う
生活圏づくり

（２）（２）
バランスの
とれた力強い
経済圏づくり

（３）（３）
九州中央の
拠点となる
交流圏づくり

基基本本 戦戦略略

基本戦略５基本戦略５

政令指定都市の実現による拠点性の向上

・上記４つの基本戦略等を具体化し、このビジョンを

実現していくための最も有効な戦略として、熊本都

市圏に政令指定都市を実現

・将来の道州制移行に伴う州都を目指す

基本戦略４基本戦略４

内外の知恵が集まる教育文化機能の充実

（１）学校教育の充実

（２）地域文化の振興

（３）地域課題の解決

基本戦略３基本戦略３

熊本都市圏内外の人とものをつなぐ交通体系等の整備

（１）広域交通網の整備

（２）熊本都市圏内交通網の整備

基本戦略２基本戦略２

熊本らしさを生かした世界に展開する地域産業の振興

（１）農業の６次産業化

（２）リーディング産業の育成

（３）観光の提案、観光産業の育成

基本戦略１基本戦略１

定住を促進する安全で快適な生活環境の形成

（１）快適な生活環境の維持・形成

（２）環境保全

（３）安心・安全度の向上

多核連携多核連携
地域拠点

地域拠点地域拠点

地域拠点

（１）
定住を促進
する安全で
快適な生活
環境の形成

（２）
熊本らしさを
生かした世界
に展開する地
域産業の振興

（４）
内外の知恵が集まる
教育文化機能の充実

（３）
熊本都市圏内外の
人とものをつなぐ
交通体系等の整備

世代を越えて人々が集う
生活圏づくり

バランスのとれた力強い
経済圏づくり

イメージアップイメージアップ
拠点性の向上拠点性の向上

九州中央の拠点となる
交流圏づくり

（５）
政令指定都市の実現
による拠点性の向上

全国
東アジア

大分福岡

佐賀

長崎

宮崎

鹿児島

九州中央の交流拠点九州中央の交流拠点
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熊本都市圏ビジョン 基本計画
〈計 画期間〉 この計画の期間は、概ね１０年を目途とします。
〈構成市町村〉熊本都市圏協議会を構成する１４市町村（H22.4.1 現在）

（熊本市､宇土市､宇城市､合志市、美里町､玉東町､大津町､菊陽町､西原村､御船町､嘉島町､益城町､甲佐町､山都町）

基本戦略１
定住を促進する安全で快適な生活環境の形成

（１） 快適な生活環境の維持・形成

定住者の確保

居住環境の
整備

安全・安心の
食の提供

上下水道の
整備

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る

定住者情報の発信
及び交流促進

生活基盤の整備

産地の連携推進

上水道及び下水道
の共同化の検討

＜主な事業＞

○住宅政策の展開
駅・インターチェンジ周辺、既存集落、中山間部地域などの
住宅需要を把握し地域ごとに必要な手法（土地区画整理事業、
まちづくり交付金事業、地域住宅交付金事業、民間事業者の活
力等 ）を選択し、新たな住宅政策を展開していきます。

○交流促進のための情報発信の推進
耕作放棄地や荒廃地など未活用地を利用し、都市部住民が、
農業体験ができるような農地や樹木オーナー制度などに取組
み農村部地域の活性化と都市部住民との交流を促進し、定住を
促進 するため、情報の発信を行います。

○熊本都市圏広域下水道研究会の設置
熊本都市圏の市町村の下水道の現状調査と共同化に関する
調査及び研究を行います。

（３） 安心・安全度の向上

福祉体制の
充実

広域的な消防
・防災体制の
連携及び強化

医療体制

広
域
的
な
防
災
・
消
防
体
制
の

確
立
や
福
祉
・
医
療
体
制
の
充

実
を
図
る

福祉制度の利便性
の向上等

共同防災体制の
整備

救急医療体制の
整備

＜主な事業＞

○広域消防体制の推進
災害や事故の多様化及び大規模災害に対応するため、熊本都
市圏の市町村や消防本部の合同防災訓練を行います。また、広
域的な消防体制の充実を図るとともに各種応援協定に基づく連
携体制を強化します。

○広域的な福祉有償運送に向けた体制整備
熊本都市圏福祉有償運送運営協議会を設置し、要介護高齢者
や障害者等に対してＮＰＯ法人や社会福祉法人等が行う有償
運送について協議を行います。

（２） 環境保全

河川流域の環
境保全

地下水の保全

環境啓発活動
の推進

リサイクル
の推進

熊
本
都
市
圏
住
民
が
連
携
し
て
、

環
境
保
全
活
動
を
推
進
す
る

流域市町村が一体
となった環境保全へ
の取組み

水源かん養等の推
進による地下水量
の保全

環境保全意識の
高揚

リサイクル連携体制
の整備

＜主な事業＞

○地下水かん養の推進
近年は農地の市街化や水田転作の拡大により熊本都市圏の
地下水位は長期的に低下傾向にあることから、地下水かん養量
の増加を推進します。
また、森林の持つ水源かん養機能（水資源貯留、水量調整、
水質浄化、洪水緩和）を高度に発揮させるため、河川の上流域
において地下水保全及び流域保全を目的とした森づくりを推
進します。

○節水意識の啓発
熊本都市圏の市町村で節水意識啓発月間を設定し、市町村の
広報誌やホームページ等を通じて節水意識の啓発を進めます。

地下水質の保全

消防体制の充実

〈主な事業〉とは、より広域での連携した取り組みが可能であり、特に研究会委員からの提案があるなど重要性・緊急性があり、

具体的な実現可能性が高いと思われる事業。

基本戦略２
熊本らしさを生かした世界に展開する地域産業の振興

（３） 観光の提案、観光産業の育成

観光資源の魅
力強化

観光動向への
対応

広域観光と情
報発信

観
光
資
源
を
発
掘
し
観
光
客

の
増
加
を
図
る

観光施設間の新た
なルートの提供

新たな観光の提案

広域観光ネット
ワークの推進

＜主な事業＞

○嗜好・ニーズ調査等による観光ルートの設定
東アジア等も含めた観光客の嗜好やニーズにあった受入態
勢構築のためモニターツアー等による調査に基づく観光ルー
トの検討を行います。

○熊本駅前東Ａ地区情報交流施設での情報発信
熊本を九州における観光の交流拠点とするため、熊本都市圏
のみならず、九州の観光情報を発信します。このためのネット
ワークや都市圏連携の仕組みづくりを行い、観光情報の発信拠
点として、熊本駅前東A地区の情報交流施設内に観光・郷土情
報センターを整備します。

（１） 農業の６次産業化※

１次産業

(生産)の推進

２次産業
(加工)の充実

３次産業
(販売)の拡大

海
外
市
場
も
視
野
に
入
れ

た
農
業
の
６
次
産
業
化
を

進
め
る

地域特性に応じた
高品質農産物の生
産

農作物加工によ
る高付加価値化
の推進

農産物のブランド
化による販路拡大

＜主な事業＞

○特産品高付加価値化の推進
地元産品の付加価値を高めるため、特産品の開発や農産加
工物の研究による熊本都市圏農産物の統一ブランド化を推進し
ます。

また、熊本都市圏でブランド化が可能な農産物等に対するマ
ーケティング・リサーチなどを行います。

○農産物の輸出促進
農産物の展示・商談会・テスト輸出等を実施し、東アジア等
への輸出による需要拡大の可能性について検討を行います。

（２） リーディング産業の育成

産学官の連携

成長産業にお
ける研究開発
型企業の育成

企業立地を
促進する環
境づくり

研
究
開
発
型
企
業
の
育
成

や
企
業
誘
致
を
進
め
ま
す

産学連携の支援

研究開発型企業
の育成

戦略的企業誘致の
推進

＜主な事業＞

○産学連携の推進
大学等に蓄積された研究シーズの掘り起こしと、熊本都市圏
にある企業の事業化ニーズを把握し、マッチングさせるなど産
業連携による事業化の取組みを推進します。

○企業立地の推進

熊本都市圏への企業立地を促進するため、首都圏にアドバイ
ザーを配置するなど、企業の進出情報の収集や熊本都市圏の優
位性や優遇制度などのＰＲを行います。

※６次産業化＝１次産業×２次産業×３次産業
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熊本都市圏ビジョン 基本計画

基本戦略３
熊本都市圏内外の人とものをつなぐ交通体系等の整備

（１） 広域交通網の整備

空港の利便性
の向上

港湾の利便性
の向上

鉄道の利便性
の向上

高速道路等の
整備の促進

熊
本
都
市
圏
と
国
内
外
を
結
ぶ

広
域
交
通
網
を
整
備
す
る

熊本空港の機能強化
及びアクセス向上

港湾の機能強化及
びアクセス向上

鉄道の利便性向上

高規格・地域高規格
道路によるネットワー
ク網の整備

＜主な事業＞

◎広域道路網のネットワークの整備
期成会活動を通じ、経済界及び沿線自治体が一体となった関
係機関への要望活動等を行います。

○「九州横断自動車道延岡線（御船町～延岡市）」の整備

○「中九州横断道路（熊本市～大分市）」の整備

○「熊本天草幹線道路」の整備

（２） 熊本都市圏内交通網の整備

鉄軌道の利便性向上

バスの利便性向上

道路網の整備による移動時間の短縮

だ
れ
も
が
円
滑
に
移
動
で

き
る
交
通
網
を
整
備
す
る

鉄軌道を基軸としたネットワーク強化及び
活用方策の検討

バスの運行体制の見直しや路線網の再編
及び活用方策の検討

熊本都市圏内道路網の整備の推進・促進

基本戦略４
内外の知恵が集まる教育文化機能の充実

（２） 地域文化の振興

郷土文化活動
の推進

広報活動の
推進

歴史・文化
施設等の相互
利活用の推進

歴
史･

文
化
の
魅
力
を
活
か
し
、

郷
土
文
化
活
動
の
活
性
化
を

進
め
る

伝統文化活動の継承

合同パンフレット
作成

相互利活用の推進

＜主な事業＞

○文化施設の整備、相互利活用の推進
熊本都市圏にある施設の相互利活用を推進します。
（例：さるく肥後っ子パスポート）

○歴史・文化財の実態把握と活用の促進
熊本都市圏の有形・無形の歴史・文化資源の保護およ
び保全に努めます。また、各地域の伝統文化を各種イベ
ントを通して多くの住民に紹介するとともに、交互交流
を図ります。

（３） 地域課題の解決

高等教育機関
との連携

産業振興のた
めの人材育成

高
度
学
術
研
究
機
関
と
の

連
携
・
協
力
を
強
化
す
る

高等教育機関との
連携

人材育成及び知
的財産の蓄積

＜主な事業＞

○大学との連携
自治体職員の資質向上を図るため、派遣・研修を実施
します。また、地域課題解決に向けての共同研究を行い
ます。

（１） 学校教育の充実

教育内容の
充実、
教育環境の
整備

都市部と
農山間部の
交流

確
か
な
学
力
が
定
着
し
個
性

輝
く
子
ど
も
た
ち
を
育
む

教育内容・環境の
整備充実

体験学習の機会
の充実

＜主な事業＞

○教科等研究会・研究発表会の連携の推進
教科等研究会や研究発表会を連携して実施すること
で、教職員の資質・能力の向上を図ります。

その他道路の
整備の促進

広域幹線道路ネット
ワーク網の整備

＜主な事業＞

◎鉄軌道の利便性の向上
鉄軌道沿線住民はもとより熊本都市圏住民の利便性の向上
を図るため、鉄軌道を中心とした公共交通機関の結節の整備・

検討等を行います。

○熊本電鉄の都心結節の検討

○路面電車の延伸の検討

○新水前寺駅の交通結節点の整備

○ＪＲ駅等を活用したパークアンドライドの検討

◎バスの利便性の向上
拠点間移動の幹線路線やコミュニティバス等の生活路線の
運行維持を図るため、運行体制の見直しや利用者ニーズに応じ
た利便性の高いバス路線網の再編の検討を行います。

○熊本駅の交通結節点の整備の検討

○バス網の再編の検討
○大型商業施設等を活用したパークアンドバスライド
の検討

◎熊本都市圏内道路網の整備の推進・促進

○ 「国道３号植木バイパス」と「国道３号熊本北バイパ
ス」及び「都市計画道路熊本西環状線」の早期完成に
よる熊本環状道路の整備促進の要望

○ 「国道４４３号（熊本市～甲佐町）（熊本市～大津町）」
の整備促進の要望

○ 「一般県道六嘉秋津新町線バイパス」の計画整備促進
の要望

○ 「一般県道田迎木原線」の整備促進の要望

○ 「国道５７号熊本東バイパス（部分立体化）」の整備
促進の要望

○ 「都市計画道路子飼新大江線（子飼橋）」の整備

○ 「都市計画道路上熊本弓削線（浄行寺～子飼交差点）」
の整備促進の要望

○ 「国道３８７号（農業公園入口交差点等の改良）」の

○ 国県道と一体となり熊本都市圏内道路網をなす市町
村道の整備

◆基本戦略３の〈主な事業〉は、「熊本都市圏都市交通アクションプログラム※」を中心に整理しています。
※ 「熊本都市圏都市交通アクションプログラム」は、平成15 年に策定され、都市交通マスタープランにおける交通施設の整備について、
実現を目指して取組むための行政・民間共通の行動計画。

基本戦略５
政令指定都市の実現による拠点性の向上


